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ユイスマンス研究

アレイ・プリンスヘの手紙-

岩 渕 邦 子

Kuniko IWABUCHI

(外国語教室)

アレイ・プリンスは, 1860年3月19日,ろうそくの製造及び販売を代々の家業とする家

に生まれた。生家はオランダのSchiedamにあり,聖女Lydwineの生地として有名なと

ころである。1)アレイ・プリンスは後に実業家となる。しかし彼は青年期に芽生えた文学へ

の志も捨てることはなかった。

最初彼は,愛読するオランダの作家, Hildebrandの作品を手本にして創作に励むこと

から始めた。それは20才頃のことである。そのうちに彼は,自分の作品に批評と発表の場

を願うようになった。彼は,当時18才の年若い文芸批評家, Lodewijk Van Deyssel (1864

-1952)に批評と発表の場の斡旋を乞い,これがきっかけとなり親しくつきあうようにな

った。

プリンスは,このDeysselがよく勉強していて,フランス自然主義文学の理論と作品に

非常に詳しいのに驚くと共に大いなる刺激を受けた。そして彼も又,同じ道をゆくことを

決意したのであった。

1884年,プリンスは24才の時,オランダで最初の自然主義風な中篇小説,≪Een buiten-

kansio (「あるこぼれ幸」)を書いた。それは<Spectator>に発表される程の出来映

えであった。但し,どの方面からも彼が期待していたような反応らしい反応は殆ど得られ

なかったのである。この経験からプリンスは,文学の新しい潮流に対して頑なに扉を閉ざ

したままでいるオランダの出版界および一般読者の古くさい体質に今更のように気付き,

大いに危惧の念を抱くに至ったようである。このためであろう,プリンスは翌年の1885年

には,≪若き自然主義作家達≫と銘うったシリーズで矢継ぎ早にフランス自然主義文学の

代表的な作品を紹介し始めたのである。オランダの出版界と読者に新風を吹き込むべきだ

と考えたに違いない。2)

このとりくみの中でプリンスは,メタン・グループの一員として有名だったユイスマン

スにも当然のことながら関心を寄せ. 1881年の作品, <En Menago をとりあげて論評し

1885年8月16日付の≪De Amsterdammer>･に発表したのであった。3)プリンスは出来上

がった文芸週刊誌を早速ユイスマンスのもとに郵送した。 これには,フランスの作家と連絡

をつけたがっていたプリンスの気持がこめられていたのである。

一方。ユイスマンスにもオランダ人の血が流れている。1856年,父Godfriedは,ユイス

マンスが8才の時,41才の若さでなくなってしまったが,彼は青年期に故郷であるオランダ

のBredaから単身パリに移り,石版画及び細密画の職人として暮すようになった。そして
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音楽を得意とする小学校教師のフランス娘. Elisabeth-Malvina-Badinと結婚したのである。

従って,ユイスマンスの父方の親戚はオランダに在住していたわけである。ユイスマンス

自身はパリ生れのパリ育ちで,オランダ語は殆ど理解できないのであった。

さて,プリンスの行ったユイスマンスヘの働きかけは見事に成功した。それは,ユイスマン

スから好意のこもった第一信がプリンスのもとに届いたからである。若かったプリンスは,

自分よりちょうどひとまわり年長であり,作家としての力量も充分なユイスマンスが示し

てくれたこの反応に狂喜した。そして大いに勇気づけられて早速返事を書いたのであろう

が,どうやらプリンスはその時オランダ語を使用したらしい。ユイスマンスの第二信(LET-

TRE 2 )に次の様に書かれていることがそれを物語っている。

Helas! mais je ne comprends pas le hollandais. Dans ma tres tendre enfance, je l'ai un

tout petit peu parle, mais aujourd'hui, j'en ignore les premieres syllabes. Inprime, je me

guide encore, caet la, et finis a comprendre un sens general, mais ecrit en lettre,je ne

saisisplus que certains mots. Ecrivez-moi donc en francais.

なおこの点に関して付記すれば,ユイスマンスの死の一年後Herman ROBBERS がプ

リンスに対して行なったインタヴィユーの記事が明らかにしているように,プリンスは独

特の名前からユイスマンスは当然オランダ語を解するものと思い込んでいたとのことであ

る。4)

さて,先に引用したLETTRE 2 の文面から,ユイスマンスのオランダ語の理解が生半

可なものであることは明らかである。これに関連してルイ・ジレがとりあげている次の挿

話は興味深い。すなわち,ユイスマンスは1874年,処女詩集<<Le Drageoir a epices>を出

すにあたって自分のフランス名をオランダ風に改めようと試みた。その時, GeorgesをJoris

としたのはいいとして, Charlesを正しくはKarelとすべきところをドイツ風のKarlと

してしまったというのである。

ユイスマンスはオランダから寄せられたプリンスの便りを非常に喜んだ。それはます最

初に父祖の地に寄せる思いを快よく剌激したのである。プリンスからの手紙の消印がSchi-

edamとなっていることに気付いてユイスマンスは, 1876年8月に処女小説<≪Marthe,

histoire d'une fille> の印刷を引き受けてくれる業者を求めてブリュッセルに行ったこと,

そしてひきっづき9月にはオランダのTilburgに住む淑父, Constant Huysmans をたずね

てゆき,その時Schiedamの町も通りすがりに見たことなどをなつかしく思い出すのであ

った。51イスマンスの決して豊富とはいえないオランダ体験の全ては,この点に関するプ

リンスの質問に答えて書かれたLETTRE 3 に見られる通りである。

J'y ai passe des annees, enfant, a Breda―puis en 1876―j'ai passe 2 mois a Tilburg,

La Have, Amsterdam, Haarlem, Utrecht. Je suis depuis retourne 5 0u 6 fois aTilburg o

uj'avaisun brave homme d'oncle, professeur de dessin al'academie de cette morne ville―

ところでユイスマンスの,オランダに住む父方の親戚は揃って信心深いカトリック教徒

達であり,彼等は自然主義文学だの,ましてや世紀末芸術などについて共に語りあえるよ

うな人々ではなかった。従って,彼等を通してユイスマンスが関心を持つようなオランダ

の文学や芸術状況にふれるなど全く不可能なことであった。これは1885年前後のことであ
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るが,彼等は,死期を迎え遺産問題を考慮していたユイスマンスの叔父のConstantに,

彼の甥に当たるユイスマンスについて,その不道徳性を暴きたてる様々な良からぬ噂を吹

き込み,ユイスマンスの遺産相続の権利を事実上剥奪してしまおうとする,悪意むきだし

の行為に出るようなことさえしたのであった。6)それは,彼等が常々,小説家などというも

のを胡散臭く思い,ユイスマンスに反感を抱いていたためであると思われる。従って,当

時オランダの文芸紙誌上で,フランス自然主義文学の紹介のために文芸批評を盛んに書い

ていた若いプリンスの方から接触を求めてきたことは,ユイスマンスにとって大いに歓迎

すべきことだったのである。

若いのになかなか意欲的なプリンスの活躍ぶりについては,実はユイスマンスは事前に

親友のRobert Caze から聞き及んでいたのであった。それは,プリンスが≪若き自然主義

作家達≫と銘うった文芸批評シリーズの第二弾にCazeの作品をとりあげるなどして,ユ

イスマンスより先にCazeと連絡をとりあう仲になっていたからであった。

プリンスはユイスマンスにとって,単に父祖の地,オランダに寄せるノスタルジーめい

た気持からだけでなく,文学的な意味でも大いに交流したい気持を起させる青年だったわ

けである。それゆえユイスマンスはプリンスとの末永い文通を積極的に希望してLETTRE

1を次のようにしめくくったのであった。

Quand vous m'ecrirez,dites･moi donc vos projets litteraires et parlez-moi done de

l'attitude de la hollande que j'aime fort. Ici, nous n'avons aucun renseignement et les

lettres de parents que je recois sont absolument muettes a ce sujet. Ce faisant･ vous ferez

vraiment plaisira votre devoue…

以上のようにして始まったプリンス,ユイスマンス間の文通は,先細りを免れ得なかっ

たとはいえ, 1907年にユイスマンスの病死によって終止符が打たれるまで続き。ユイスマ

ンがプリンス宛てに書いた手紙は総数237通に及んだのである。他方,プリンスがユイス

マンスに出した手紙は,ユイスマンスの遺言執行人であるLucien Descaves がプリンス夫

人に保証した通りであるとするなら,ユイスマンスの死の直前に処分されたのである。プ

リンス夫人は良人のユイスマンス宛ての手紙がもし公開されるようなことがあった場合,

家門の名誉が汚される醜聞の種になるのではないかとおそれていたという。 Descavesはそ

の点に関してプリンス夫人を安心させたのであるが,彼の保証には疑問の余地があるとい

う。それは,プリンスの手紙のコピーが3通発見され,現存しているからである。

さて,ユイスマンスの手紙は現在,ゴンクール宛てのもの,ゾラ宛てのもの,ジュール

・デストレ宛てのもの等が刊行されているのであるが,前二者は,ユイスマンスの側に様

々に屈折した思いがありながら,先輩作家への敬愛の姿勢を崩すまいとする配慮は片時も

忘れすに書かれているため,ユイスマンスの本心は到底うかがえないものとなっている。

又,ベルギーの若い友人,ジュール・デストレ宛てのものは,プリンスヘの手紙同様,ユ

イスマンスの率直な気持を知る上で貴重な資料となり得るものであるが｡1891年の≪La-

bas>>の刊行時,今や革新的な政党の闘士として成長をとげたデストレが,ユイスマンス

の作風や小説内容に理解と共感を示さなくなり,実質的にはこの年をもって両者間の文通

は途絶えてしまったのであった。従って, 1885年に始まり,ユイスマンスの生涯の終わり

まで続くプリンス宛ての手紙は,≪さかしま≫以降の最も興味深い時期を完全にカヴァー
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しており,ユイスマンスの本音にふれ,彼の実像に迫ろうとする時,非常に貴重な資料的

価値を帯びてくるのである。

ところが残念なことに, Robert Baldick は,オランダに保管されていたプリンス宛ての

ユイスマンスの手紙を実際に調べ得る機会を有していた研究協力者Mme Cornelie Kruise

が伝えてきた,｢これらの資料は,ユイスマンスの生涯及び人物について新しい情報は何

ももたらしません｣という言葉を過信してしまったようである。このためBaldickのゆき

届いた著述, <La vie de J.K. HUYSMANS*-が部分的に不正確になってしまったことは否

定できない。ここではその一例として, Robert Caze に関する一節をとりあげ,その記述

中の不正確な点を指摘し,ついでユイスマンスのプリンス宛ての手紙,及び当該手紙の編

者, Louis Gaiet の研究成果を参考にしてそれの訂正を試みてみよう。

Baldickの著作中の問題の箇所を含む文は以下の通りである。

Huysmans ecrivitaussi a Goncourt qu'il avait recu une lettre d'un romancier hollandais

lequel, quoiqu'il ne connut pas Caze, proposait d'adresser au blesse un cheque dont

celui-ci designerait lui-meme le montant. Ce genereux Hollandais nomme Arij Prins etait

un ecrivain disposant d'une fortune personnelle considerable, qui avait recemment quitte

sa villenatale de Schiedam pour s'etablira Hambourg. Iladmirait profondement l'oeuvre

de Huysmans qu'il avait fait connaftre au public hollandais par un certain nombre

d'importants articlesparus De Amsterdammer et De Nieuwe Gids｡

ここにはRobert Caze への言及がみられる。Robert Caze (1853-1886)はゴンクールと

ユイスマンスの共通の友人である。彼はかつてはパリ・コミューンに関わった経歴を有し,

小説も詩も書いたジャーナリストであった。又,作家や画家の集うサロンを主催し,ユイ

スマンスはそのサロンの常連であったという。

ところで上記の引用文には, Cazeがあるもめごとから,同業のジャーナリスト, Charles

Vignierなる人物とサーべルによる決闘を行ない,その時,腹部にこうむった傷が悪化し

2人の幼児と肺結核に冒されている妻に心を残しつつこの世を去っていった彼め死の前後,

ユイスマンスの手紙によって事情を知ったプリンスが申し出た金銭的援助のことがふれら

れている。

引用文に明らかなように, Baldickの記述に従う限り,｢プリンスはCazeを知らない｣

のに,サーベルによる決闘で重傷を負った人物,つまりCaze本人に対して金銭的援助を

申し出たことになる。果して事実はどうだったのであろうか。 Cazeの負傷から死に至る

までの経過,及びプリンスの金銭的援助がいつ誰に対してなされたのかについて正しい情

報を与えてくれるのは,ユイスマンスがプリンスに書き送った手紙をおいては他にないの

である。ここで事件の経過を辿りたいのであるが,これに関連する手紙の引用は,部分的

とはいえLETTRE 6 からLETTRE 14まで9通にも及ぶ。従って本稿全体の構成上の配

慮から,その作業を注の方にまわすことにする。注10の御参照を乞う次第である。

なお,この時のふるまいから,文通相手,プリンスの暖かい人柄を知って感激したユイ

スマンスは,以後プリンスに全幅の信頼を置くようになったのであった。思えば,プリン

ス,ユイスマンス間の文通のごく初期に起ったこのCazeの決闘事件は,お互いの理解と

信頼感を増す上で大いなるプラスの働きをし,永く続く文通の基礎がために貢献すること
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になったわけである。

先に少しふれたが, Baldickは,プリンスとCazeを接触のない者同士として述べてい

る。この点についてはどうであろうか。

結論から言えば,プリンスは面識こそなかったかもしれないが, Cazeのことをよく知っ

ていたのである。当該手紙の編者, Louis Gilletの詳細な解説によりそれは明らかである。

彼によれば,プリンスがA. Cooplandtのペンネームで,≪若き自然主義作家達≫の総タ

イトルのもとに,シリーズで文芸批評を試みた時, L. Desprezに次いで二番目にとりあげ

たのがCazeの1884年の作品,≪L'eleve Gendrevin> だったのである。これは1885年3月

15日の De Amsterdammer>に発表された。しかもプリンスがCazeの作品をとりあげ

たのはその一度だけでなく再三にわたっており, Cazeが決闘で負傷して間もない1886年2

月28日にも彼の中編小説集, -cDans l'intimite*-の論評を発表している。そういう経緯があ

ったればこそ,プリンスはCazeの不幸に同情し,残された家族に援助の手をさしのべる

気になったのであろう。更に,プリンスとCazeの親密さを証明するのは,二人がかなり頻

繁に手紙をとりかわしていたことである。実際. La Haye にあるLe Musee et Centre de

documentation de la litteratureneerlandaise には, Cazeがプリンスに宛てた12通の手紙

が保管されているのである。そのうちの. 1885年4月22日付の最初の手紙からは,プリン

スがCazeに,前述した3月15日付の記事を郵送していたことが了解される。ついでなが

ら,12通目の手紙は. 1886年4月17日の日付を付し, Caze夫人の手になるものである。そ

してそれは,良人, Robertの死に際しプリンスから示された厚意に感謝する主旨のもので

あるという。

このように,面識こそなかったかもしれないが,プリンスはCazeをよく知っており,

ユイスマンスとプリンスの文通においては, Cazeは常に両者の共通の友人として扱われて

いる。又,意識の古いオランダ読書界に,フランスの最先端の文学を紹介するにあたって,

プリンスが二番目にとりあげたCazeの作品,≪L'eleve Gendrevin> がユイスマンスに献じ

られていたことを思えば,プリンスがユイスマンスの作品を論評する気になったのは,

Cazeがとりもつ縁であったとさえいえるのである。

次に,先の引用文の後半部分にみられるようにBaldickは,「プリンスはユイスマンスの

小説を高く評価し,一連の記事により彼をオランダの読者に紹介した」と述べているので

あるが,これはともすると,プリンスがフランスの作家の中でユイスマンスにだけ興味を

集中させていたように解釈されかねない述べ方である。しかし,やがては文通によって堅

く結ばれることになるユイスマンスとプリンスであるが,はじめはプリンスにとってユイ

スマンスは複数のフランス自然主義作家の中の一人でしかなかったことを忘れてはならな

いであろう。

事実,オランダの紙誌にフランス文学に関連したことを何か書くたびに,そこでとりあ

げた作家にその記事を郵送するというのは,フランス人作家との間に何とかしてパイプを

つくろうと意識的に努力していたプリンスが,どのフランスの作家に対しても等しく実行

していたことであり,それはCazeの場合を想起してもそうであったし,ゴンクールへの

働きかけをみてもその事情ははっきりするであろう。11)

しかしプリンスのそうした努力が功を奏して,プリンスとフランスの作家との間に親し

い関係がとり結ばれたか否かということになると,当然のことながら,プリンスの期待に
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反して,型通りの礼状が送られてくるだけという場合が殆どであった。プリンスとユイス

マンスの間に親しい関係が生じたのは, Cazeの場合と共にやはりまれなことだったのであ

り,それ故にこそプリンスの喜びも大きかったのである。

プリンスとユイスマンスの間の親しい手紙のやりとりが,ユイスマンスの病死によって

打ち切られるまで続いたことについては色々な理由が考えられるが,最大のものは,ユイ

スマンスが自分の中に流れるオランダ人の血を誇りとしていたこと,そして,親しくつき

あっていた叔父, Constantなきあとは,事実上,プリンスとの文通がオランダとの唯一の

接点となってしまったため,これをこよなく大切なものとして大事にする気持が働き続け

たためであろうと推察される。

プリンスは,ユイスマンスの誘いに応じてたびたびパリにやってくるなど,ユイスマン

スと親しむ一方,彼を文学の師として仰ぎ,ユイスマンスがゾラ離れを公然とうちだすに

つれて,自らも同じ傾向を示し,中世や夢の領域に関心を深めていった。

他方,プリンスとの文通によってユイスマンスがつかんだものも決して小さくはなかっ

た。何故なら,プリンスから発せられる,文学に関する熱心な質問に誠実に答えようと努

力する中で,ユイスマンスは過去をふり返り,それにつれて反省を迫られ,過去のもろも

ろの営みの総括が必然的に進んだからである。LETTRE 7 はそうした事情をよく物語っ

ている好個の例である。

LETTRE 7 にみられるように,ユイスマンスは文学流派の虚妄性に思いを至している。

LETTRE 7 を解釈すれば下記のようになるであろう。

…流派の旗印に忠誠を誓っても空しい。現に,自分が本当にその作品の真価を愛で,人

間的な共感を感じる人々は他の流派に分類されている有様だ。これまで有力なメンバーと

して自然主義文学推進運動に関わってきたのだが,ゾラと自分自身とのこの共通点のなさ

はどうだ?! 彼は物質主義者である。そして今という時代を心から愛している。私にはこ

の時代が,社会が,厭わしくてならないのに。画家として互いに正反対の画風を示すと思

われるラファエリの絵にも,ルドンの絵にも同じくらい強く惹かれる自分,つまり現実に

立脚する芸術を良しとしながら,自分は夢の領分をとりこむ芸術も捨て難いのだ…

このLETTRE 7 の段階ではユイスマンスのゾラヘの反感はまだ露わになっていない。

唯,ゾラに対した時の共感の欠如に当惑している。ちなみに,ゾラヘの嫌悪感が露骨に語

られ始めるのはLETTRE 32以降である。

プリンス,ユイスマンス間の交流の文学上の最大の収獲としては,二人で行ったドイツ

旅行があげられる。これも,仕事の関係でプリンスがハンブルグに腰を落ち着けていたれ

ばこそ,常に何かと健康状態がすぐれす,更にその上にきわめて腰の重いユイスマンスが

ドイツ旅行に出かける気になったのであった。

プリンスと共にドイツの各都市を巡るなかでユイスマンスはCasselにもゆき,そこで

Matthias Grunewald
l磔刑図と衝撃的な出会いを果したのであった。この磔刑図との出会

いがあったからこそ,ユイスマンスは,ゾラ流の自然主義文学への不毛かと思われた反発

を有意味なものへと転換することができたのであり,その後のユイスマンスの人生上,文

学上の方向が見出せたのであった。

一34 -



ユイスマンス研究

最後に, LETTRE 7の冒頭部分が明かしているように,ユイスマンスに文学者としての

自覚をうながし,更に,常に心のよりどころとして彼を支え続けていたのは,実は彼がル

ーヴル美術館で遭遇したオランダ派の絵画であった。ユイスマンスとオランダのつながり

の深さが再認識される所以である。

(昭和62年9月16日受理)
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